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開通式で行われ三代夫婦渡 り初め

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
国
道
３
２
５
号
草
部
バ
イ
パ
ス

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
二
月
二
十
六
日
、
開

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
し
た
の
は
、
草
部
の
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南

草
部
南
部
支
所
横
か
ら
永
野
原

・
小
楢
木

ま
で
の
約

一
・
六
％
キ

ロ。
途
中
の
栃
原
川

に
は
、
吉
見
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
高
さ
四

十
＝
、
長
さ
九
十

一
＝
、

幅
十

一
＝
の
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
総
事
業
費

は
十
二
億
円
。
こ
の
バ
イ
パ
ス
の
開
通
で
、

今
ま
で
幅
員
が
狭
く
カ
ー
ブ
の
多
か

っ
た

旧
道
よ
り
約
〇

・
九
キ
ロ
距
離
が
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

雨
の
た
め
会
場
を
草
部
中
学
校
に
移
し

て
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、
関
係
者
約
百
人

が
出
席
。
神
事
の
後
、
今
村
町
長
が

『草

部
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、
今
年
か
ら

建
設
予
定
地
の
物
産
館
や
奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン

プ
場
、
特
産
品
加
工
場
を
核
と
し
て
、
産

業
、
経
済
、
観
光
の
発
展
に
期
待
さ
れ
ま

す
」
と
あ
い
さ

つ
。
県

一
の
官
土
木
事
務

所
の
建
部
所
長
の
工
事
経
過
報
告
や
草
村

県
議
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
バ
イ
パ

ス
建
設
を
し
た
業
者
に
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
吉

見
橋
に
移
動
し

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
あ
り
、
草
部

。
灰
原

の
田
上
則
行
さ
ん
（８２
）
、ケ
サ
エ
さ
ん
（７９
）

ら

一
組
の
親
子
三
代
夫
婦
が
渡
り
初
め
を

し
て
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

国
道
３
２
５
号
は
、
福
岡
県
久
留
米
市

か
ら
高
千
穂
町
ま
で
の
九
十
五

・
三
キ

ロ。

重
要
な
幹
線
道
路
で
す
。

▽
訂
正
　
３
月
号
１２
ペ
ー
ジ
香
典

返
し
の
甲
斐
利
雄
さ
ん
は
、
甲
斐
　
“

利
男
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

編

集

後

記

温
泉
館
建
設
＼
奥
阿
蘇
キ
ャ
ン

プ
場
の
建
設
、
物
産
館
の
建
設
＼

高
森
峠
の
開
発
と
＼
平
成
五
年
度

の
幕
開
け
は
＼
い
ま
ま
で
と
は
違

っ
た
観
光
の
拠
点
を
目
指
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
讀

す
。
車
部
バ
イ
パ
ス
の
開
通
で
更

に
観
光
の
発
展
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
本
町
～
高
千
穂
町
間
＼

ま
だ
ま
だ
未
改
良
部
分
ど
あ
り
讀

す
。新
し
い
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
、

早
期
改
良
が
望
ま
ね
ま
す
。

●   ●

●   ●
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一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

讀
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

層
V広 報

人□の動き
(3月 4日現在 )

世帯数 2,530(-6)
男  3,995(-19)
女  4,289(-6)

総 数 8,284(-25)

▲初午の大祭

君三‐滋げます敬″]ヽ⊃:1

赤 ち や ん

だんじよう

津留 睦月ちゃん

(高 森)1・ 30生

松本 梨絵ちゃん

(高  森)2・ 13生

後藤美沙希ちゃん

(上色見)2・ 16生

後藤 未来ちゃん

(高 森)2・ 17生

卜
“
本ヽ 和奏ちゃん

(色 見)2・ 18生

(遺族) (死 亡者 )

後藤 イツ 後藤アキ

尾 下 野尻  進 野尻  勇 83

高 森 津留 :文雄 .津留ミサヲ 93
下 切 工藤 清高 工藤 ミトリ 89
津 留 元村 幸敏 元村 松美 63
高 森 藤本 恭子 1寺脇 レイ 73

.中   矢津田 深 矢津田サカエ90

イキ 後藤 ノi久 80
幸男 佐藤 ウエ 69

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

■〈香典返し>後藤イツ、津
.尻

進、渡邊恭郎、工藤清高、

村上峯光、鶴林 11成 、田上フミ・、佐藤

幸男、後藤イキ、 自石昭利

く一般〉高森総合建材株式会社 (創立

さんの長女

さんの二女

子楢本野 筑 61

渡邊 廣次 81

井上ンヅヲ 98

田上 光人 75

さ ん の長女

下田

村上マ

後藤

重

ルテ

林
―
石

鶴

白

鶴林

下

見

人林

下

ミ

ス

未

トナう)).

野留文雄、

井 上 光

(年齢 )

ここ 92

尾

色

高

尾

河

高

守

代

司

美
　
一　
子

保

苗

田智重

さんの二女

(1992.2月 受

９０
　
７１
　
０
　
お
　
８９

ズ

エ

来

夫

エ

の

秀

靖

泰

和

健

幸

英

早

満

こ

二1■

み
.さ んの二女

H色 見 本湾木野タカ

高 森

矢津田

郎

勝

蔵

光

保

恭
　
　
市

峯

英

遷

上

獨

上

藤

渡

井

下

村

後

(住所)

.上色見

(1)
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悟

さ
ん

09)

☆仕事 は楽 しいですか

今、販売の仕事をしています。たくさ

んの人と接する事ができ、仕事はとても

楽しい。

☆今、 いちばんや りたいことは

仕事を一つでも多く覚えたい。そして、

車で遠くに ドライブに行きたい。

☆どんな町づ<り を望みますか

温泉が出たのは良かったと思 う。若い

人が一人でも多くのこる町になってほし

レ`。

昔
は
、
嫁
は

「ご
飯
が
上
手
に

炊
け
て

一
人
前
」
と
姑
さ
ん
が
言

つ
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
炊

飯
器
が
登
場
し
て
以
来
、
ご
飯
炊

き
に
は
苦
労
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
お
い
し
い
ご
飯
を
炊
く

に
は
、
技
術
が
い
り
ま
す
。

お
米
を
買

っ
た
ら
、
袋
か
ら
す

ぐ
米
び

つ
に
移
し
ま
し
ょ
う
。
袋

に
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

蒸
れ
て
味
が
落
ち
ま
す
。

お
米
を
炊
く
前
に
、
お
米
に
充

分
に
水
を
吸
わ
せ
ま
す
。
炊
く

一

時
間
半
前
に
お
米
を
と
い
で
、
ザ

ル
に
移
し
ま
す
。
ヌ
カ
臭
さ
を
と

る
た
め
、
そ
の
ま
ま
二
十
分
ほ
ど

ザ
ル
に
あ
げ
て
水
気
を
切
り
ま
す
。

そ
の
後
で
炊
飯
器
に
移
し
、

一
時

間
ほ
ど
お
い
て
か
ら
ス
イ
ツ
チ
を

入
れ
ま
す
。
お
米
は
、
と
い
だ
後
、

少
な
く
と
も
二
十
分
は
水
を
吸
わ

せ
ま
し
よ
う
。
こ
う
す
れ
ば
、
お

が
進
み
、
お
い
し
い
お
米
が
た
く

さ
ん
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
お
い

し
い
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
新

米
と
精
米
し
た
ば
か
り
の
お
米
で

し
ょ
う
。新
米
は
水
加
減
が
大
切
。

普
通
は
、
お
米
の
分
量
の
二
〇
％

増
し
の
水
で
炊
き
ま
す
が
、
新
米

ず
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
慢

し
て
た
べ
る
前
に
、
お
酒
で
蒸
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
炊
き
上
が

っ
た

炊
飯
器
の
ご
飯
に
、
手
早
く

ハ
シ

で
い
く

つ
か
の
穴
を
開
け
、
米
三

カ

ツ
プ
に
大
さ
じ

一
杯
の
割
り
で

日
本
酒
を
振
り
か
け
、
弱
火
で
五

分
ほ
ど
蒸
す
と
、
お
米
の
し
ん
が

抜
け
ま
す
。

色
　
見

・
山
　
鳥岩

　
下

温泉館建設予定地からは阿蘇の山々が一望できる

充
分
に
水
を
吸
わ
せ
て

米
は
お
い
し
く
炊
き
上
が
り
ま
す
。

急
ぐ
と
き
は
、
ぬ
る
ま
湯
で
炊

き
ま
す
。
ぬ
る
ま
湯
だ
と
お
米
が

水
を
吸
収
す
る
時
間
が
早
い
の
で
、

と
い
で
か
ら
十
分
ほ
ど
お
く
だ
け

で
炊
け
ま
す
。

昔
と
違

っ
て
お
米
の
品
種
改
良

は
、
お
米
自
体
の
水
分
が
多
い
の

で
、
水
は
お
米
と
同
量
か

一
〇
％

増
し
ぐ
ら
い
の
控
え
め
に
し
ま
す
。

古
米
は
逆
に
乾
燥
し
て
い
ま
す
か

ら
、
水
を
三
〇
％
増
し
と
や
や
多

め
に
し
ま
す
。

し
ん
の
残

つ
た
お
米
ほ
ど
、
ま

温泉館・奥阿蘇キャンプ場・物産館建設事業に着手

豊かな明るい

生活の創造ヘ
●   ●

平
成
五
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。　
　
の

一
般
会
計
予
算
は
、
四
十
五
億
六
千
万
円

で
平
成
四
年
度
当
初
予
算
に
比
較
し
て
三

二

・
四
摯「
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

増
額
の
主
な
理
由
は
、
温
泉
館
建
設
、

奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
建
設
、
物
産
館
建
設

に
八
億
八
千
六
百
万
円
、
起
債
の
繰
上
げ

償
還
に

一
億
三
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
特
別
会
計
と
合
わ
せ
る
と
六
十
四
億

六
千
八
百
万
円
が
、
高
森
町
の
台
所
を
賄

う

一
年
間
の
お
金
で
す
。
本
年
度
の
主
な

事
業
は
６
～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

ご
飯
の
上
手
な

炊
き
方

■勤務先

■趣 味

■血液型

JA阿蘇南草部南部支所

スポーツ、音楽鑑賞

明瞭活発なA型

今月の表紙
牛
馬
の
祭
と
し
て
知
ら
れ
る

初
午
の
大
祭
が
二
月
二
日
、
草

部
の
宍
迫
神
社
で
行
わ
れ
ま
し

た
。毎

年
旧
の
初
午
の
日
に
行
わ

れ
て
い
る
祭
に
は
、
今
年
も
大

分
県
荻
町
の
荻
神
社
神
楽
が
奉

納
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ｎ
『

４
月
１１
日
　
平
　
田
　
医
　
院

困
②
０
２
１
６

４
月
１８
日
　
馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

４
月
２５
日
　
東
　
　
医
　
　
院

圏
②
０
３
０
９

４
月
２９
日
　
中
　
村
　
医
　
院

圏
⑦
２
３
３
３

５
月
２
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
③
０
１
１
１

５
月
３
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

圏
②
０
３
７
８

５
月
４
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

圏
②
３
３
５
１

５
月
５
日
　
渡

辺

内

科

医
院

圏
⑦
ｌ
７
７
７

５
月
９
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

雷
⑦
０
０
１
９

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

診療は午前 9

時から午後 5
時 まで

工事が進む奥阿蘇キャンプ場造成

(15)
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年
　
　
金

婦
人
就
業
セ
ン
タ
ー

技
術
講
習
会

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
４
月
２８
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

県
で
は
、
働
き
た
い
女
性
の
た

め
に
、
就
業
に
必
要
な
技
術
の
習

得
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
講
資
格
／
受
講
後
就
業
を
希

望
す
る
女
性

■
受
講
料
／
無
料

（た
だ
し
、
教

材
費
は
自
己
負
担
）

■
科
目
及
び
期
間
／
販
売
事
務
（ワ

ー
プ

ロ
を
含
む
）
は
、
５
月
２４
日

か
ら
７
月
９
日
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン

は
、
５
月
２１
日
か
ら
７
月
７
日
ま

で
、
老
人
介
護
は
５
月
１９
日
か
ら

７
月
５
日
ま
で
の
月
、
水
、
金
曜

日
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

■
定
　
員
／
２０
名

■
申
し
込
み
及
び
受
付
け
／
４
月

２１
日

（水
）

・
２２
日

（木
）
午
前

９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

熊
本
県
福
社
会
館
内
４
階
の
県
婦

人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
健
康
保
険
証
を

ご
持
参
く
だ
さ

い
。

詳
し
く
は
、
県
婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー

（
８
０
９
６

。
３
５
４

・
２
３
０
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

。
東
欧

・
中
南
米

・
大
洋
州
の
国
々

の
新
し
い
国
造
り
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
で
は
、
平
成

５
年
春
の
募
集
と
し
て
次
の
要
領

で
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
資
　
格
／
２０
歳
以
上
３９
歳
ま
で

の
日
本
国
籍
を
も
つ
心
身
と
も
に

健
康
な
青
年
男
女

■
募
集
期
間
／
４
月
１５
日

（木
）

か
ら
５
月
３１
日

（月
）
ま
で

■
選
考
試
験
／
１
次
（筆
記
試
験
）

技
術
、
英
語
、
協
力
隊
員
適
性
テ

ス
ト
。
２
次

（面
接
試
験
）
個
人

面
接
、
技
術
面
接
、
及
び
健
康
診

断■
派
遣
期
間
／
原
則
と
し
て
２
年

間

■
派
遣
職
種
／
農
林
水
産

・
加
工

・
保
守
操
作

・
土
木
建
築

・
保
健

衛
生

・
教
育
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
の

７
部
門
、
約
１６０
職
種

■
待
遇
等
／
現
地
生
活
費
、
任
国

ま
で
の
往
復
航
空
運
賃
等
、
必
要

経
費
を
事
務
局
が
負
担
し
ま
す
。

既
婚
者
に

つ
い
て
は
、
配
偶
者
及

び
子
女
の
現
地

一
時
呼
び
寄
せ
制

度

（１
回
限
り
、
経
費

一
部
本
人

負
担
）
が
あ
り
ま
す
。

■
現
職
参
加
／
協
力
隊
事
務
局
で

は
、
現
に
団
体
に
勤
務
し
て
い
る

人
が
、
有
給
休
職
な
ど
に
よ
り
協

力
隊
に
参
加
す
る
場
合
、
所
属
先

に
対
し
、
人
件
費
の

一
部
を
補
填

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
募
集
説
明
会
／
４
月
２１
日
（水
）

５
月
１３
日

（木
）
、
５
月
２７
日

（木
）

午
後
６
時
３０
分
か
ら
午
後
９
時
ま

で
、
熊
本
市
産
業
文
化
会
館
６
階

視
聴
覚
研
修
室
で
行
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国

際
協
力
事
業
団
九
州
支
部

（
圏
０

９
２

・
４
５
１

・
３
３
８
０
）
か
、

熊
本
県
総
務
部
国
際
化

（
８
０
９

６

・
３
８
３

。
１
５
０
２
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

発
製
造
と
販
売
促
進
が
図
ら
れ
併

せ
て
雇
用
の
場
を
創
出
し
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
国
際

協
力
事
業
団
の
実
施
す
る
政
府
事

業
で
す
。
隊
員
は
、
現
地
の
人
々

と
同
じ
言
葉
を
話
し
、
同
じ
と
こ

ろ
に
住
み
、
同
じ
も
の
を
食
べ
、

自
か
ら
の
利
益
を
求
め
る
こ
と
な

く
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

ｏ
中
近
東

自
然
を
生
か
し
た

観
光
地
を
目
指
し
て

今
年
度
の
施
策
方
針
に
つ
い
て
、

今
村
町
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
。

町
政
を
お
預
か
り
し
て
早
丸
二

年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
間
、
高
森
峠
の
開
発
、

温
泉
掘
削
な
ど
ご
心
配
を
お
か
け

し
て
い
る
幾

つ
か
の
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
地
域
の
発
展
の
基
礎
と

な
る
交
通
基
盤
の
設
備
や
福
祉
の

取
り
組
み
な
ど
、

一
歩
づ

つ
で
は

あ
り
ま
す
が
着
実
に
町
政
の
前
進

を
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

町
民
憲
章
の
中
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
本
町
に
は
豊
か
な
自
然

と
緑
と
そ
し
て
土
の
香
り
が
す
る

温
か
い
ふ
る
さ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
常
々
ふ
る
さ
と
は

「誇
り

に
で
き
る
生
活
と
活
動
の
本
拠
」

だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
し
、
同
時

に
人
々
が
本
当
に
愛
し
誇
れ
る
「ふ

る
さ
と
の
創
生
」
は
人
々
の
交
わ

る

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
の
形
式
を
促
す

も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

地
方
に
根
ざ
し
た
文
化
や
歴
史

が
連
綿
と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て

き
た
事
を
認
識
し
、
そ
れ
を
大
事

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
個
の
点
か
ら
横
に
広
が

る
線

へ
、
そ
し
て
も
う

一
歩
進
ん

だ
面

へ
の
展
開
が
今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
う
な
れ
ば
、
と
き
め

楽
し
＜
自
由
な

一

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
ヘ

農
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
地
元

産
米
の
改
善
な
ど
を
十
分
に
研
究

し
生
産
性
の
向
上
や
低

コ
ス
ト
化

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
存

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
の
振

興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
か
牛
の

品
質
向
上
や
優
良
家
畜
の
生
産
体

制
の
強
化
な
ど
も
経
済
団
体
と
十

分
に
連
携
を
保
ち
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
付
加
価
値
の
市
場

型
農
業
で
あ
る
メ
ロ
ン
や
花
き
な

ど
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
産
地
間

競
争
に
打
ち
勝

つ
産
地
の
育
成
を

図
り
な
が
ら
高
品
質
化
や
省
力
化

の
た
め
の
ハ
ウ
ス
施
設
導
入
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
、
昨
年
、
市
場
不
況
で
大

幅
な
価
格
の
低
迷
に
泣
か
さ
れ
た

町
の
主
産
作
物
に
対
し
て
も
、
主

要
作
物
種
子
代
助
成
金
を
新
設
し

て
生
産
者
が
意
欲
を
出
せ
る
た
め

の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
土
地
基
盤
の
整
備
の

充
実
や
農
道
助
成
を
従
来
よ
り

一　

の

割
ア
ッ
プ
の
五
割
助
成
と
す
る
こ

議会で施策方針を述べる今村町長

●  ●

●   ●

き
の
あ
る
田
舎
を
創
造
し
よ
う
と

い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
明
る
い
生
活
の
創
造
は

町
民
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
こ
の

目
標
達
成
に
向
け
て
町
民
総
参
加

で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
と
致
し
ま
し
て
も
、
生
活
者

の
視
点
や
地
域
の
視
点
か
ら
施
策

の
重
点
化
を
図
り
、
町
民
の

一
人

一
人
が
楽
し
く
自
由
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を

つ
く
り
だ
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
、
思
い
や
り
に
あ
ふ

れ
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
と
、
地
域
の
発
展

を
支
え
る
確
か
な
基
礎
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
人
々
が
住
み

よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
優
先
し
て
交
通
基
盤
、
特

に
道
路
網
の
整
備
が
必
要
で
す
。

本
年
は
、
町
道
色
見
環
状
線
外

１６
路
線
の
改
良
舗
装
、
天
神
～
新

市
街
線
ほ
か
９
路
線
の
維
持
補
修

及
び
高
森
川
な
ど
の
河
川
維
持
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
落

道
路
整
備
助
成
金
を
従
来
の
四
割

助
成
か
ら
五
割
に
ア
ツ
プ
し
、
積

極
的
に
整
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

二
月
十
五
日
に
は
待
望
の
泉
脈

が
確
認
さ
れ
、
毎
分
二
百
］
”
の
揚

湯
に
成
功
し
ま
し
た
。
湯
量
も
多

く
イ
オ
ウ
分
を
少
々
含
ん
だ
良
質

の
温
泉
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
は
温
泉
館
建
設
に
着
手
し
、

町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
る
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
た

い
と
存
じ
ま
す
。
温
泉
館
を
利
用

し
た
観
光
客
の
誘
致
、
福
祉
対
策

と
し
て
高
齢
化
社
会
な
ど
に
も
対

応
で
き
る
総
合
型
を
想
定
し
、
平

成
六
年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま

す
。さ

ら
に
、
草
部
地
区
に
建
設
し

た
加
工
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

物
産
館
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
建
設
に
よ
り
地
元
産
品
の
開

生
産
者
の
意
欲
向
上

へ
の
施
策
を
展
開

次
に
、
予
算
の
主
な
内
容
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
公
共
事
業
等
関
係
で
あ

り
ま
す
が
、
本
町
で
は
２１
世
紀
を

目
指
し
た
町
振
興
計
画
の
中
に
お

い
て
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
す

る
中
で
、
み
ん
な
が
志
を
高
く
も

ち
、
能
力
を
生
か
し
な
が
ら
楽
し

く
自
由
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実

現
で
き
る
、
豊
か
な
明
る
い
生
活

(14)

4月 から

年金額が改定されます
国民年金には、物価が上がれば

年金額を引き上げる物価スライ ド

制があります
=

前年の消費者物価指数の上昇率

に応 じて年金額を改定する、完全

自動物価スライ ド制により、 4月
から年金額が1.6%引 き上げられま

す。

主なものは下表の通 りです。

■年金額表

午金額
旧年金額 新年金額

旧

　

　

一法

老齢年金(10年年企)

障害午金(1級 )

障害年金(2級 )

母了年金(子 1人 )

440,700

906,600

725,300

934,400

447,900

921,600

737,300

949、 800

新

　

　

法

老齢基礎午金

障害基礎年金(1級 )

障害基礎年金(2級 )

遺族基礎年金(子 1人 )

725,300

906,600

725,300

934,400

737,300

921,600

737,300

949,800

老 齢 福 祉 年 金 371,100 377,300

青
年
海
外
協
力
隊
員

青少年育成月間

実施中

3月 21日から

4月 20日

までの 1カ月間

青少年に

愛の一声を

かけましよう

高森町青少年育成町民会議

,′・

4/15日 (木 )  4/26日 (月 )  時間 9時～15時

お 知 ら せ

４
１
，

.●

=|||■■



と
と
し
、
農
業
基
盤
の
強
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

―
●
一●
●
―
一
・　
　
　
一●
●
●
●
●
●
●

―
―
　
　
　
　
　
．　
●
●
●
●
■
一
●

観
光
面
で
も
期
待
さ
れ
る

奥
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場

林
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
育
成
と
生
産
性
の
高
い
林
業
経

営
の
確
立
に
併
せ
て
生
活
環
境
を

整
備
し
、
林
業
従
事
者
の
定
住
化

を
促
進
し
ま
す
。

な
お
、　
一
昨
年
の
台
風
に
よ
り

被
災
し
た
森
林
の
復
旧
事
業
な
ど

に
取
り
組
み
、
町
土
の
保
全
、
水

資
源
の
か
ん
養
な
ど
を
図
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
町
森
林
の
レ
ク

リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
利
用
な
ど
を
促
進

し
て

「奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
」
を

前
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
、
間
伐
材
を
主
に

利
用
し
た
管
理
棟
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
、

炊
事
給
水
施
設
、
便
所
な
ど
の
林

間
キ
ヤ
ン
プ
場
で
す
。
本
施
設
は

キ
ヤ
ン
プ
場
の
み
な
ら
ず
、
本
町

全
体
の
林
業
者
の
た
め
の
中
核
施

設
と
し
て
、
研
修
な
ど
に
も
広
く

活
用
し
、
林
農
業
後
継
者
の
定
住

化
促
進
及
び
山
村
留
学
な
ど
を
通

じ
て
、
町
外
か
ら
の
観
光
客
に
よ

る
観
光
面
と
併
せ
た
奥
阿
蘇
ゾ
ー

ン
と
す
る
予
定
で
す
。

商
工
観
光
関
係
で
は
、
高
森
峠

の
開
発
に
つ
い
て
町
民
の
永
年
の

夢
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
か

ら
本
格
的
に
整
備
を
開
始
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
基
本
構
想
の
基
盤

と
な
る
給
配
水
設
備
や
駐
車
場
の

整
地
を
行
う

一
方
、
城
山
貯
水
タ

ン
ク
周
辺
の
整
備
、
特
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習

コ
ー
ス
の
造
成

や
、
中
山
、
城
山

一
角
の
菜
の
花
、

コ
ス
モ
ス
園
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か

「高
森
峠
俳
句
大
会
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
俳
句
に
ち

な
む
公
園
と
し
て
も
そ
の
充
実
化

を
促
進
し
ま
す
。

―
●
　
　
●
■
●
一

ヘ
ル
バ
ー
を
一名
増
員
し
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
充
実
化

２１
世
紀
の
高
齢
化
対
策
は
我
が

国
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
本
町
の
老
齢
人
口
は
五

人
に

一
人
の
割
合
で
、
ま
す
ま
す

そ
の
高
齢
化
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。現

在
、
老
人
の

一
人
暮
ら
し
は

百
七
十
世
帯
に
も
及
び
、　
一
人
暮

ら
し
の
孤
独
感
及
び
不
安
感
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
内
の

高
校
及
び
小
、
中
学
校
の
児
童
生

徒
に
文
書
を
依
頼
し
、
郵
便
局
集

配
職
員
の
方
々
の
協
力
も
お
願
い

し
て

「愛
の

一
声
運
動
」
を
展
開

し
ま
す
。

次
に
従
来
か
ら
の
緊
急
通
報
装

置
の
貸
与
事
業
を
町
単
独
で
実
施

し
、
さ
ら
に
は
温
泉
な
ど
を
利
用

し
た
特
浴
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
ホ

ー
ム

ヘ
ル
プ
事
業
の
充
実
化
を
図

り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
伴
い
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

一
名
の
増
員
を
確
保

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
五
年
度
か
ら
老
人

福
祉
施
設

へ
の
入
所
権
限
事
務
が

町
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

よ
り

一
層
の
地
域
福
祉
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
手
始
め
と
し
て

一
般
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
積
極
的
参

加
と
意
思
の
高
揚
を
は
か
り
、
ま

た
、
在
宅
看
護
手
当
の
支
給
を
新

た
に
始
め
ま
す
。

次
に
保
健
衛
生
に
つ
い
て
、
成

人
病
対
策
を
重
視
し
早
期
発
見
に

積
極
的
に
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
医
療
に
お
け
る
保
健

婦
の
活
動
を
充
実
し
、　
へ
き
地
に

お
け
る
医
療
体
制
の
確
立
や
在
宅

看
護
の
訪
問
な
ど
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

最
近
、
快
適
な
環
境
を
保
全
、

創
造
し
て
行
く
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

町
土
の
適
性
な
保
全
と
利
用
に
資

す
る
た
め
の
環
境
計
画
や

一
般
廃

棄
物
対
策
と
し
て
、
廃
棄
物
の
減

量
、
資
源
化
を
住
民
、
行
政
が

一

体
と
な

っ
て
推
進
す
る
た
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
促
進
す
る
目
的

で
、
婦
人
会
な
ど
に
対
し
て
支
援

を
行
い
ま
す
。

―
●
●
・　
　
　
　
　
―
●

静
の
文‐
僣
か

，
一

動
の
文
化
ヘ

企
画
開
発
関
係
に

つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
創
生
の
地
域
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
活
力
の
あ
る
地
域
づ

く
り
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
活
動
支
援

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
既
存
の
活

性
化
委
員
会
の
強
化
充
実
を
図
る

と
と
も
に
各
地
域
の
活
性
化
に
も

積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
野
尻
地
区
に
つ
い
て
は
、

大
谷
川
、
大
谷
ダ
ム
周
辺
、
越
敷

岳
な
ど
を

一
体
と
し
た
観
光
開
発

策
定
に
着
手
し
、
併
せ
て
芸
術
の

里
づ
く
り
構
想
を
目
指
し
て
、
振
，

興
計
画
を
立
案
す
る
予
定
で
す
。

芸
術
の
里
づ
く
り
計
画
は
、
将
来

に
お
い
て
町
の
中
心
部
に
建
設
予

定
す
る
カ
ル
チ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

ヘ

と
夢
を

つ
な
ぐ
文
化
ゾ
ー
ン
構
想

で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め

マ
ス
コ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ン
の
募
集
も
開
始
し

「野
の
花
と

風
薫
る
郷
」
の
地
域
ス
テ
ー
ジ
づ
　
“

く
り
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
で
は
、
学
力
向
上
の
た
め
の
読

書
活
動
の
充
実
、
中
学
校
に
あ

っ

て
は
英
語
力
の
向
上
な
ど
を
重
点

項
目
と
致
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
国
際
化
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
今
年
七
月
か
ら

一
年
間
、

米
国
モ
ン
タ
ナ
州
に
町
職
員

一
人

を
派
遣
し
、
交
流
発
展
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
青
少
年
対
策
と
し

て
、
国
内
研
修
や
国
外
研
修
な
ど

の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
文
化
の

振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
回
大
阿

蘇
絵
画
展
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

県
下
各
地
か
ら
様
々
な
文
化
の
薫

り
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
民
文
化
の
発
掘
や

阿
蘇
の
雄
大
な
自
然
と
歴
史
文
化

遺
産
を
地
域
振
興
に
ど
う
活
用
で

き
る
か

「静
の
文
化
か
ら
動
の
文

化
」

へ
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
生

涯
学
習
の
充
実
、
人
間
性
を
尊
重

し
た
人
権
学
習
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（予
算
説
明
書
よ
り
抜
粋
）

瘍 脩 蝙 黎 瘍 輻 鶉 輻

この作品は、阿蘇地区納税貯蓄組合連合会が 「税を知る週間」の啓

蒙活動 として行った、書道コンクールで入賞した作品です。

(作品は、 3月 に取材 したものです。)
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今
が
峠
　
杜
氏
も
湯
気
が
包
み
込
み

違
う
　
胴
上
げ
さ
せ
た
偽
せ
電
話

よ
か
な
ア
　
地
盤
も
金
も
親
譲
り

泥
試
合
　
幕
末
か
ら
の
敵
味
方

泥
試
合
　
ど
し
こ
ば
し
あ
る
遺
産
か
い

違
う
　
ま
ァ
だ
楽
譜
の
読
み
足
ら
ん

違
う
　
険
の
母
で
戻
る
孤
児

よ
か
な
ア
　
通
訳
も
さ
す
プ
リ
ン
セ
ス

天
と
地
　
序
の
口
で
廃
業
も
あ
る

泥
試
合
　
誓
い
の
言
葉
忘
れ
と
る

阿
蘇
五
岳
ま
だ
ら
雪
し
て
景
と
な
す

乏
し
く
も
足
ら
ふ
安
ら
ぎ
老
の
春

読
み
と
れ
ぬ
人
の
心
や
山
笑
う

踏
み
感
ふ
ほ
ど
に
敷
き
染
め
落
椿

パ
ン
ジ
ー
を
植
え
て
狭
庭
の
春
め
き
て

火
の
山
の
荒
れ
て
拡
が
る
ヨ
ナ
が
す
み

俳
　
　
　
句

（野
尻
あ
け
び
句
会
）
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「
ふ
る
さ
と
先
生
」
制
度
の

実
践
上
の
諸
問
題

「ふ
る
さ
と
先
生
」
制
度
が
発

足
し
て
ま
も
な
く
、
高
森
中
学
校

は
文
部
省
の

「進
路
指
導
研
究
協

力
校
」
の
指
定
を
受
け
た
。
高
森

中
学
校
教
職
員
総
力
を
あ
げ
て
の

研
究
が
は
じ
ま

っ
た
。

だ
か
、
「ふ
る
さ
と
先
生
」
を
メ

イ
ン
テ
ー

マ
に
し
た
こ
う
し
た
い

つ
く
か
の
仮
説
研
究
の
中
で
、
先

生
た
ち
は
や
が
て

一
つ
の
大
き
な

ジ
レ
ン
マ

（板
ば
さ
み
）
に
突
き

あ
た

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
。

中
学
生
に
は
、
思
春
期
特
有
の

将
来

へ
の
不
安
が
あ
る
。
生
き
る

と
い
う
こ
と
は
職
業
を
得
る
こ
と
。

様
々
な
職
業
の
具
体
的
知
識
を
得

な
が
ら
、
そ
こ
に
自
ら
の
将
来
の

武
　
田
　
　
　
望

姿
を
描
い
て
み
る
こ
と
で
、
子
供

た
ち
は
ひ
と
ま
ず
安
心
す
る
。
生

徒
自
ら
の
運
営
に
よ
る

「ふ
る
さ

と
先
生
」
講
演
会
も
、
だ
ん
だ
ん

具
体
的
な
職
業
知
識
を
得
る
た
め

の
職
業
人
紹
介
の
催
し
と
化
し
て

い
く
。

だ
が
、
は
た
し
て
生
き
る
と
い

う
こ
と
は
既
存
の
職
業
に
つ
く
こ

と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
職
業
知
識

の
み
を
や
た
ら
豊
富
に
と
り
そ
ろ

え
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
か
え

っ
て
人
生
の
選
択
の
幅
を
自
ら
狭

め
る
結
果
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ

う
か
。
「進
路
指
導
」
と
い
う
名
の

も
と
で
、
先
生
た
ち
の
こ
う
し
た

ジ
レ
ン
マ
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

つ
て
い
く
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
「ふ
る
さ
と
先
生
」

制
度
と
は
、
職
業
人
の
紹
介
で
は

な
く
、
「地
域
」
社
会
に
生
き
る
人

び
と
の
そ
の
様
々
な
人
生
観
、
生

き
方
を
正
し
く
生
徒
た
ち
に
伝
え

る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
生
徒

た
ち
を
前
に
自
ら
の
生
き
方
を
語

る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
先
生
自
身

に
も
あ
ら
た
め
て

「地
域
」
に
生

き
る
自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

在
り
方

へ
の
意
欲
を
か
き
た
て
て

ほ
し
い
と
い
う
意
図
も
あ

っ
た
。

ど
ん
な
過
疎
地
の
老
人
で
も
、

ひ
と
た
び
し
や
べ
り
出
せ
ば
、
な

お
か
く
し
や
く
と
し
て
自
ら
の
生

き
方
、
人
生
観
を
と
う
と
う
と
語

っ
て
や
ま
な
い
。
そ
れ
が

「地
域
」

と
い
う
も
の
の
在
り
方
な
の
で
あ

る
。
ひ
た
す
ら
自
ら
を
殺
し
た
勤

労
に
明
け
暮
れ
た
あ
げ
く
、
定
年

を
経
て
粗
大
ゴ
ミ
扱
い
を
さ
れ
る

都
市
の
人
々
の
老
後
の
在
り
方
と

は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
「地
域
」

の
人
々
は
、
都
市
の
人
々
の
よ
う

に
、
決
し
て
ド
ラ
イ
な
職
業
人
と

し
て
の
み
生
き
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ま
し
て
や
消
費
者
と
し
て

の
み
生
き
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

つ
ま
り
、
労
働
と
生
活
が
融
合

し
た

「自
営
」
の
人
々
を
擁
す
る

「地
域
」
と
は
、
そ
れ
だ
け
に
優

れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
創
出
の
宝

庫
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

単
に
既
存
の
職
業
を
選
択
す
る
だ

け
で
な
く
、
「地
域
」
に
生
き
る
人
々

の
生
き
方
を
学
び
な
が
ら
、
そ
の

生
徒
た
ち
の
中
か
ら
新
し
い
優
れ

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
す
る

者
が
数
多
く
出
て
き
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が

「ふ
る
さ
と
先
生
」
制
度

の
本
来
の
意
図
で
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

平
成
三
年
十
月

「高
森
中
学
校

進
路
指
導
研
究
発
表
会
」
に
お
い

て
、
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
こ
で
も

「ふ
る
さ
と
先
生
」
を

交
え
た

一
年
生
の
公
開
授
業
が
絶

賛
を
博
し
て
い
る
。

一
年
生
の
公
開
授
業
の
テ
ー

マ

は
、
「自
営
業
」
と

「勤
労
」
の
違

い
、
さ
ら
に
は
そ
の
良
い
面
、
悪

い
面
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
で
あ

っ
た
。
担
当
教
諭
に
よ
れ

ば
、
全
く
予
備
知
識
を
与
え
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
が
、
生

徒
た
ち
自
身
の
各
々
の
職
業
調
査

の
結
果
に
も
と
づ
く

「自
営
業
」

派
と

「勤
労
」
派
に
分
か
れ
た
パ

ネ
ル
デ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
の
中
で
は
、

実
に
活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。　
ω

所
得
の
安
定
度
、
勤
労
時
間
の

規
則
性
と
そ
の
長
短
の
問
題
、
通

勤
、
定
年
、
転
勤
の
有
無
、
共
存

社
会
と
競
争
社
会
の
違
い
、
大
家

族
、
核
家
族
と
い
っ
た
家
族
構
成

の
違

い
の
問
題
な
ど
、
大
人
で
も

思
い
至
ら
な
い
よ
う
な

「地
域
」

と

「都
市
」
の
違
い
に
ま
で
理
解

は
及
ん
だ
。

そ
の
う
ち
議
論
は
、
人
間
の
生

き
方
に
ま
で
触
れ
て
く
る
。
が
然

「自
営
業
」
派
の
意
見
が
活
発
に

な

っ
て
く
る
。

「し

っ
か
り
し
た
所
得
の
保
証

な
く
し
て
、
ど
う
や

っ
て
安
定
し

た
人
生
が
築
け
る
の
で
す
か
」
と

い
う

「勤
労
」
派
担
当
の
教
諭
の

挑
発
に
、
「自
営
業
」
派
の
生
徒
た

ち
が

一
斉
に
反
論
す
る
。
働
く
の

は
必
ず
し
も
所
得
の
み
の
た
め
で

は
な
い
こ
と
。　
一
度
の
人
生
な
の

だ
か
ら
所
得
以
前
に
自
ら
の
生
き

方
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
。

あ
ま
り
に
か

っ
こ
い
い
発
言
の

続
出
に
、
思
わ
ず
の
け
ぞ
り
か
え

る
参
加
者
の
爆
笑
の
渦
の
中
で
授

業
は
終
え
た
。

（次
号

へ
続
く
）

へ
と
進
み
ま
す
。

約
二
百
メ
ー
ト
ル
先
に
、
自
水

村
の
中
松
か
ら
ア
ス
ペ
ク
タ
や
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
南
阿
蘇

へ
通
じ
る
道

路
と
の
交
差
点
が
見
え
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
こ
の
付
近
か
ら
の
な

が
め
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
天
気
が
い
い
こ
と
も
あ

つ

て
、
阿
蘇
の
山
々
が
く
っ
き
り
と

浮
か
び
あ
が
り
、
そ
の
中
央
か
ら

は
白
い
噴
煙
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
雄
大
な
な
が
め
を
見
る
と

き
、
自
分
の
心
ま
で
大
き
く
な
る

の
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
今
さ
ら

な
が
ら
阿
蘇
の
す
ば
ら
し
さ
に
陶

酔
す
る
ひ
と
と
き
で
す
。

ち
よ
う
ど
こ
の
付
近
は
道
路
の

拡
張
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
広
く
な

っ
た
道
路
北
側
の

一
段

低
い
位
置
に
瓦
ぶ
き
で
四
角
す
い

の
屋
根
を
し
た
二
十
六
番
札
所
片

山
寺
は
あ
り
ま
し
た
。

境
内
と
い
う
べ
き
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ス
ギ
や
ヒ
イ
ラ
ギ
な

ど
の
間
を
く
ぐ
り
ま
す
。

「観
音
堂
」
と
大
書
し
た
看
板

横
の
戸
を
あ
け
て
拝
殿
に
あ
が

っ

た
途
端
、
私
は
息
を
飲
み
ぼ
う
然

と
こ
と
ば
も
出
ず
に
立
ち
す
く
み

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

（次
号

へ
続
く
）

海
外
地
域
間
交
流
の

時

代

の
基

礎

教

育

西国阿蘇三十三カ所

観音霊場めぐり

(4)

●   ●

●   ●

周
囲
を
竹
に
囲
ま
れ
た
妙
音
寺

境
内
の
中
央
に
は
二
重
の
石
塔

識
見
あ
る
読
者
か
ら
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

本
町
に
あ
り
ま
す
十
九
番
札
所

含
蔵
寺
の
記
事
中
、
仏
様
を
お
ま

つ
り
す
る
場
合
に
本
尊
を
守
護
す

る
脇
寺
の
説
明
の
と
こ
ろ
で
す
。

釈
迦
如
来
に
は
勢
至
菩
薩
と
観

世
音
菩
薩
が
脇
寺
に
な
る
と
説
明

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
間
違

い
で

釈
迦
如
来
に
は
普
賢
菩
薩
と
文
殊

菩
薩
が
脇
寺
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
勢
至
菩
薩
と
観
世
音

菩
薩
は
阿
弥
陀
如
来
の
脇
寺
に
な

り
ま
す
。

日
ご
ろ
は
知
識
と
し
て
わ
き
ま

え
て
い
な
が
ら
、
執
筆
中
の
う

っ

か
リ
ミ
ス
だ

っ
た
の
で
す
が
、
読

者
の
み
な
さ
ん
に
ま
ち
が

っ
た
情

報
を
流
し
た
こ
と
が
と
て
も
心
苦

し
く
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
自
水
村
の
吉
田
新
町
か

ら
久
木
野
村

へ
と
入
り
、
西

へ
ず

っ
と
進
み
ま
す
と
原
尻
と
い
う
バ

ス
停
に
さ
し
か
か
り
ま
す
。
こ
こ

か
ら
北

へ
約
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

下
り
た
と
こ
ろ
に
、　
二
十
五
番
札

所
妙
音
寺
は
あ
り
ま
し
た
。

境
内
の
周
囲
は
竹
林
に
囲
ま
れ

て
お
り
、
イ
チ
ョ
ウ
の
木
や
サ
ク

の
な
か
で

「万
」
の
意
味
を
も
ち
、

め
で
た
い
と
さ
れ
る
卍
印
の
石
碑

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
境
内
中
央
に
三
メ
ー
ト

ル
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
二
重
の

石
塔
が
そ
び
え
た

っ
て
い
ま
す
。

西
側
正
面
に

「宝
塔
」
と
彫
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
で
も
こ
の

近
く
に
あ

っ
た
天
徳
寺
と
い
う
お

寺
の
跡
を
開
墾
中
に
出
土
し
た
古

墳
か
ら
の
品
物
な
ど
を
埋
め
、
供

養
記
念
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
品
物
が
何
で

あ
る
か
は
ま
っ
た
く
謎
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

境
内
の
正
面
奥
に
あ
り
ま
す
み

堂
を
覗
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
拝
殿
の
中
は
き
れ
い
に
掃
除

が
し
て
あ
り
、
キ
ク
の
花
が
飾

っ

て
あ
り
ま
し
た
。

本
尊
は
正
面
の
厨
子
の
中
に
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

緑
色
の
蓮
の
台
座
に
す
わ
ら
れ

た
輪
状
の
光
背
を
も
つ
十

一
面
観

音
さ
ん
で
、
そ
の
高
さ
は

一
メ
ー

ト
ル
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
り
ま

す
。
全
身
が
金
色
に
塗
ら
れ
、
見

る
か
ら
に
ふ
く
よ
か
で
や
さ
し
い

お
顔
立
ち
の
観
音
さ
ん
で
す
。

参
拝
を
す
ま
せ
た
あ
と
、
原
尻

バ
ス
停
ま
で
引
返
し
、
さ
ら
に
西

ラ
の
木
が
あ
る

ん

ほ
か
大
き
な
ス

警
ギ
の
切
り
株
の

糊

よ
う
な
も
の
が

σち

あ
り
、
当
時
は

激
お
寺
と
し
て
相

い

当
栄
華
を
誇
っ

嗜

た
も
の
と
想
像

雪

さ
れ
ま
す
。

劫
ぼ％
の
ほ
か
、

ス
梵
字
が
彫
ら
れ

た
石
碑
や
梵
字

ひ́
,ヽ

■

―
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ん
な

の
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平成5年度一般会計予算

45億:LEEE万円

一
足
早
く

四
人
の
中
学
生
が
就
職

こ
の
春
中
学
を
卒
業
し
て

一
足

早
く
就
職
す
る
中
学
生
の
激
励
会

が
二
月
十
日
、
町
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
が
毎

年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
ま
ず
、

今
村
町
長
ら
が
、
「希
望
に
満
ち
て

就
職
さ
れ
ま
す
が
、
高
森
の
こ
と

を
誇
り
に
、
元
気
に
頑
張

っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
。
続
い
て
就
職

者
全
員
に
今
村
町
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
仕
事
を
し
な
が
ら
定
時

制
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
な
ど
、

四
人

（男
子

一
人
、
女
子
二
人
）

が
就
職
し
ま
し
た
。

左
の
図
は
、
本
年
度
予
算
の
収
入

（歳
入
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
中
で
収
入
全
体
の
四
四

・
三
絆
を
占
め
て
い
る
地
方
交
付
税
は
、

前
年
に
比
べ
七

・
八
育
、

一
億
四
千
七
百
十
五
万
三
千
円
の
増
で
、
二

十
億
二
千
百
七
十
七
万
四
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
自
主
財
源
と
な
る
町
税
は
前
年
に
比
べ
三
百
七
十
二
万

九
千
円
増
の
、
四
億
三
千
五
十

一
万
八
千
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

国
や
県
が
町
の
事
業
に

一
部
を
補
助
す
る
支
出
金
は
、
六
億
五
千
六

百
三
十

一
万
六
千
円
で
全
体
の

一
四

・
四
絆
を
占
め
て
お
り
、
昨
年
に

比
べ
て
六

一
。
二
絆
と
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

本
音
で
話
し
合
う
こ
と
が
必
要

高
森
小
学
校
で
同
和
教
育
講
演
会

国庫支出金
252,563

5.5%

就職する 4人 が出席して行われた激励会

高森小学校で行われた同和教育講演会

(11)

同
和
教
育
講
演
会
が
二
月
十
二
日
、
高
森

小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
員

一
人

一
人
が
差
別
に
関
す
る
問
題
を

早
急
に
解
決
し
、
同
和
教
育
の
推
進
に
力
を

入
れ
よ
う
と
高
森
小
学
校
育
友
会
が
行

っ
た

も
の
で
す
。

育
友
会
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
の
日
は
、
午

後
か
ら
各
教
室
に
分
か
れ
て
授
業
参
観
の
後
、

全
体
会
の
な
か
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
の
教
員
を
定
年
退
職
後
、
現
在
菊
池

郡
合
志
町
に
在
住
の
古
沢
千
代
勝
先
生
を
招

い
て
の
講
演
会
に
は
、
育
友
会

々
員
や
先
生

ら
約
百
人
が
出
席
。

部
落
差
別
の
現
実
に
学
ぶ

『
私
の
歩
い
た

道

。
そ
の
半
生
』
と
題
し
て
行
わ
れ
た
講
演

で
は
、
「部
落
問
題
で
は
本
音
が
出
な
い
。
人

間
の
心
を
変
え
る
為
に
は
、
本
音
で
話
し
て

分
か
り
合

っ
て
解
決
す
る
」
な
ど
、
話
の
間

に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
講
話
に
、
出
席
し

た
会
員
も
メ
モ
を
と

っ
た
り
し
な
が
ら
熱
心

に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

繰入金
274,122
6.0%

15人 が卒業した草部中学校の卒業式

お
も
な
使
い
み
ち

単
位

一
万
円

小
中
学
校
卒
業
式

二
百
三
十
五
人
が
学
び
合
に
別
れ

町
内
の
小
中
学
校
で

一
斉
に
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
三
百
三
十
五
人
が
思
い
出
を
胸
に
学

び
合
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

二
月
十
五
日
午
前
十
時
、
草
部
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
た
同
校
の
卒
業
式
に
は
、
卒

業
生
を
は
じ
め
在
校
生
や
父
母
ら
約
七
十
人

が
出
席
。
ま
ず
、
鳥
居
弘
校
長
先
生
が
十
五

人
の
卒
業
生

一
人

一
人
に
卒
業
証
書
を
授
与

し
た
後
、
「今
ま
で
の
頑
張
り
に
、
自
信
と
誇

り
を
持
ち
頑
張

つ
て
下
さ
い
」
と
は
な
む
け

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
十
五
日
に
同
中
学
校
の
近
く

社会福祉協議会負担金
…………………・…………・875

国保特別会計繰 出金
…・………………………4,881

在宅老人デイ・サー ビ

ス委託料 ……… 2,129
身体障害者福祉 費
・ ・…… ・………………3,286
老人保健特別会計繰 出

金 …・ …・ … ・………5,032
児童手当 ……… 1,654

年金徴収委託料 …131

衛生施設組合負担金
……■…………‐…… 2,326
-般 レン トゲ ン検診
……… …・  ・……………127

重度心身障害者 (児 )

医療助成 ……… 1,260

家庭奉仕委員委託料953

給食サービス委託料
・ …………………… ・… ・125

老人ホーム負担金
……・………・ ・………… ・895

老人ホーム措置費
………・…………・…20,132

敬老年金 ……………755

高森保育園措置 6,178

清掃組合負担金 7,170

基本健康診査委託量
…………・ …………… 1,550

各種ガン検診 … 1,279

空かん圧縮機 …… 118

議員報酬 ……… 3,904
広報印刷代 ……… 332
町有林造成事業・ 803

交通安全施設費 … 589

誘導標示板設置工事
………・…・… …・ ・………200

地方バス路線維持補助
…… ・ …………・ ・………556

商工会助成 ……… 500

中央駐車場公衆便所設
置工事 … … …… 500

風鎮祭助成 ……… 150
産業観光館管理費 429

分水嶺 (界)サ ミット
開催助成金 ……… 692
ふるさと創生事業費
… ・………………・………409

温泉開発事業費56,806

衆議院議員総選挙費
………・・………………… 552

地籍調査費 …… 1,666

町有公園等草刈清掃委
託ほか ・…………………752

高森峠水道 設備整備
………………・…………2,550

観光協会助成 …… 100

で
発
生
し
た
火
災
に
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
消

火
器
で
の
初
期
消
火
活
動
が
認
め
ら
れ
、
生

徒
の
代
表
に
町
と
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

生徒の代表に感謝状 を贈る

今村町長

(6)

その他
348,570
7.7%

県支出金
403,753
8.9%

(単位 :千円)

歳 入

町  税
430,581
9.4%

地 方 債
828,700
18.2%

議会・総務費 12億4,350万 円民生 0衛生費 1 8億3,628万 円

9,323万 円
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収入 (歳入 )

地方交付税
2,201,774
44.3%

商 工 費



ふ
る
さ
と
の
味
を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
三
月
十
三

・
十
四
日
の

両
日
、
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま

つ
り
が
高
森
駅
公
園
広
場
で
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
二
千

人
の
尺
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町
観
光
協
会
が

高
森
の
冬
の
観
光

素
材
で
あ
る
寒
造

の
新
酒
と
ふ
る

と
の
郷
土
料
理

、
食
の
店
そ
れ

れ
の
特
別
料
理

提
供
し
て
高
森

冬
の
魅
力
を
売

込
も
う
と
五
年

か
ら
始
め
た
も

で
す
。

十
三
日
は
午
後

時
か
ら
前
夜
祭

が
行
わ
れ
、
今
村

町
長
ら
四
人
が
樽

割
り
の
後
蔵
出
し

の
新
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
り
、
高

森
阿
蘇
神
社
や
上
色
見
熊
野
座
神

社
の
神
楽
で
祭
り
気
分
を
盛
り
あ

げ
ま
し
た
。

十
四
日
は
、
焼
き
肉
や
だ
ご
汁
、

つ
き
た
て
の
も
ち
な
ど
の
ほ
か
漬

物
、
ヤ
マ
メ
を
使

っ
た
駅
弁
な
ど
、

腕
に
よ
り
を
か
け
た
自
慢
の
料
理

が
会
場
に
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
本
町
矢
津
田
で
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
有
名
な
、
み
さ
お
大

豆
で
作

っ
た
豆
腐
も
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
荒
尾
市
か
ら
参
加

し
た
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
や
風
鎮

太
鼓
な
ど
も
あ
り
、　
一
日
中
に
ぎ

わ

っ
て
い
ま
し
た
。

威
勢
の
い
い
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り

祭
り
気
分
を
盛
り
あ
げ
た
神
楽

婦
人
会

の
だ
ご
汁

コ
ー
ナ
ー

に
は
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り

元
気
で
頑
張

っ
て

自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会

自
衛
隊
入
隊
者
の
激
励
会
が
三

月
二
十
六
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
入
隊
す
る
の
は
、
こ
の
春

中
学
校

・
高
校
を
卒
業
し
た
女
性

一
人
を
含
む
八
人
で
、
親
元
を
離

れ
入
隊
す
る
隊
員
を
元
気
づ
け
よ

う
と
、
自
衛
隊
父
兄
会
高
森
支
部

が
行

っ
た
も
の
で
す
。

激
励
会
で
は
、
今
村
町
長
や
山

室
亀
清
支
部
長
ら
が
、
「先
輩
た
ち

の
指
導
の
も
と
、
元
気
に
頑
張

っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
入
隊
者

を
代
表
し
て
永
野
原
の
甲
斐
美
穂

さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

ふ
る
さ
と
の
味
を
満
喫

第
五
回
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り

…782万円

2,889万 円

4,865万 円

■一般会計 ………………

■国民健康保険 …………

■老人保健 ………………

■簡易水道 ………………

■住宅新築資金等貸付金

45億6,000万 円 ■誘致工業用地取得及び

6億6,553万 円      用地造成事業

8億8,659万 円 ■鉄道経営対策事業基金 …

2億6,083万 円 ■農業用水供給事業 ………

1,063万 円 総予算

その他
217,431

64億6,894万 円

消防費
132,270
2.9%

4.8%

多くの人でにぎわった高森駅公園広場

六  の 前 り の を ぞ や さ り

衛生費
176,246

3.9%

右
の
図
は
、
本
年
度
使
わ
れ
る
予
算
を
目
的
別
に
み
た
も
の
で
す
。

全
体
の
二
五

。
二
曹
を
占
め
て
い
る
総
務
費
は
、
福
祉
観
光
型
温
泉
を

目
的
と
し
た
温
泉
館
建
設
に
五
億
六
千
八
百
六
万
円
な
ど
十

一
億
五
千

六
十
七
万
五
千
円
で
、
昨
年
に
比
べ
五
四

・
六
習
、
四
億
六
百
三
十

一

万
七
千
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
比
べ
七
八

・
七
訂
、
二
億
九
千
六
十
九
万
四
千
円
の
増
と
な

っ
た
民
生
費
は
、
老
人
ホ
ー
ム
措
置
費
に
二
億
百
三
十

一
万
八
千
円
、

身
体
障
害
者
福
祉
費
に
三
千
二
百
八
十
六
万
円
な
ど
平
成
五
年
度
か
ら

の
老
人
福
祉
施
設

へ
の
入
所
権
限
事
務
が
町
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
六
億
六
千
三
万
四
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

●  ●

●   ●

高森高校通学等奨学金
………・……・ ……… ……580

町立小学校修繕料 485

東中学校駐車場舗装工

事 …………………… 834

奨学金 一………… 234

小中学生国内国外研修
助成……………………70

学校給食費 ……9,523

広域消防負担金・ 8,381

小型動カ ポ ンプ購入
…・ ・ ・ …・ ・……… ・-522

小学校管理費・ 4,620
中学校管理費 … 3,655
高森幼稚園就園奨励 費
補助 ………………… 344
町体育協会補助 … 160

婦人会活動助成 … 140

国際交流事業費 1,163
大阿蘇絵画展助成 150

青年団体活動助成…50

消防団員報酬 ……879

軽四駆積載車 。消防ポ
ンプ自動車購入 1

農業用ハウス設置補助
…………・ … ・……………500

家畜衛生推進事業補助
…………………・………・-497

畑地かんがい施設整備
事業補助 … ……3,060
物産館建設……19,920
奥阿蘇キャンプ場基盤
整備及び建築・ 11,539
町森林組合林構事業補
月力 ………………・……5,481

町道改良舗装工事
……・………………・19,610

道路事業負担金 2,265

主産作物種子代助成
……・………………・………299

野菜降灰防止栽培促進
事業補助 …… … 2,053

降灰地域花井安定対策
事業補助 … ……1,360

降灰地域飼料作物確保
事業補助 ……… 2,639
降灰地域果樹安定対策
事業補助 …… …925
広域農道設備 …… 800

町道及び側溝補修工事
………………・ ・………3,590

住宅管理費 … ■ ,748

平成 5年度の各会計別予算
戦 聯

町
の
話
題

話題があ りま

したら、お知

らせください。

総務課

広報統計係

(8② llll)

支出 (歳 出)

教育費
346,225
7.6%

ユクト
1｀′じヽ 務 費

7,150,675
25.2%

土木費
457,525
10.0%

(単位 :千円)

歳  出

農林水産業費
794,129
17.4%

公債費
625,465
13.7%

民生費
660,034
14.5%

]口 ヽ｀=
″梃リ

D◎
|

篤費 7億9,413万 円教 育 費 3億4,623万円

消防 。そ 1億 6,365万 円

4億5,753万 円

公 債 費 6億 2,547万 円

(10)

お礼の言葉 を述べる甲斐さん

275

(7リ

―
●
】

土 木 費



平 成 5年 度
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新
年
度
予
算
な
ど

三
十

一
議
案
を
可
決

31議案が審議された定例町議会
●

●   ●

年
四
回
に
分
け
て
、
支
給
さ
れ
ま

す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

町
役
場
町
民
福
祉
課

（
圏
②
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
高
森
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

■
高
森
町
寝
た
き
り
老
人
等
介
護

者
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

■
第
二
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対

策
事
業
施
設
設
置
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

■
高
森
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

■
高
森
町
嘱
託
駐
在
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
及
び
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

■
高
森
町
手
数
料
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
広
域
農
業
開
発
事
業
受

益
者
負
担
金
徴
収
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

■
高
森
町
簡
易
水
道
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
水
田
農
業
確
立
対
策
事

業
基
金
の
設
置
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
四
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
鉄
道
経
営

対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

う

い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町

一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
鉄
道
経
営

対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
五
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て■
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

■
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の

一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い

て

五
年
第

一
回
定
例
町
議
会
は
、
二
月
八
日
か
ら
十
六
日
ま
で
九

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
四
十
五
億
六
千
万
円
の
平
成
五
年
度

一

般
会
計
予
算
や
特
別
会
計
十
九
億
八
百
万
円
の
予
算
が
決
ま
り
、

寝
た
き
り
老
人
等
介
護
者
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
改

正
な
ど
二
十

一
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保

険
、
老
人
保
健
、
住
宅
新
築
資
金
　
８

等
貸
付
金
特
別
会
計
で
療
養
給
付

費
な
ど
に
二
千
百
五
万
四
千
円
を

追
加
補
正
の
ほ
か
は
、
減
額
と
な

つ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
工
藤
連
氏
を
再
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
工
藤
連
氏
は
、
平
成
五
年
五

月
十

一
日
を
も

っ
て
そ
の
任
期
が

満
了
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
に

よ
り
工
藤
連
氏

（６３
）
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

寝
た
き
り
老
人
等
在
宅
介
護
者

手
当
の
支
給
条
例
を
制
定

高
森
町
寝
た
き
り
老
人
等
介
護

者
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
、
寝
た
き
り
老
人
等
を
在

宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の

精
神
的
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
四
月
か
ら
在
宅
介
護
者

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

高
森
町
住
民
の
６５
歳
以
上
の
方

で
、
三
ヵ
月
以
上
寝
た
き
り
の
状

態
に
あ
る
方
な
ど
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方
に
、
在
宅
介
護
者
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
は
、
月
額

一
万
円
で

新
年
度
予
算
に
六
十
四
億

六
千
八
百
万
円
を
計
上

平
成
五
年
度
の

一
般
会
計
予
算

に
四
十
五
億
六
千
万
円
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
に
十
九

億
八
百
九
十
四
万
三
千
円
が
新
し

く
決
ま
り
ま
し
た
。　
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
合
計
が
六
十
四
億
六

千
八
百
九
十
四
万
三
千
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り

一
九

・
八
育
の
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。
予
算
の
主
な
使

い
み
ち
に
つ
い
て
は
、
６
～
７
ペ

―
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
を
中
心
に

一億
六
千
六
百
万
円
を
減
額

平
成
四
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
か
ら

一
億
四
千
九

百
八
十
五
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
四
十
億
四
千

三
百
十
九
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
町
道
色
見
環
状

線
改
良
工
事
及
び
高
根
切
川
外
四

件
の
災
害
復
旧
工
事
が
平
成
五
年

度
に
繰
越
さ
れ
た
た
め
で
す
。

①大切畑・下切線道路改良工事 (工期

3月 11日 ～ 3月 31日 )

9,400,000円  閣佐藤建設

②取首・水堪線道路改良工事 (工期

3月 11日 ～ 3月 31日 )

16,600,000円  閉藤 本 組

③色見環状線道路改良工事 1工区 (工期

3月 11日 ～ 6月 30日 )

46,800,000円   開草村企業

④色見環状線道路改良工事 2工区 (工期

3月 11日 ～ 6月 30日 )

8,780,000円  同村下産業

⑤天神 。前原線道路改良舗装工事 (工期

3月 11日 ～ 3月 31日 )

8,340,000円   (有)後藤建設

⑥高森町中原墓園造成工事 (工期

3月 11日 ～ 3月 31日 )

8,050,000円  (資)石原建設

(9)

さ
れ

―― 平成 5年 一一

の
全国交通
安全運動
目 的

本運動は、県民一人ひとりに交通

安全知識を普及 し、交通安全思想の

高揚を図るとともに、正しい交通ル

ールと交通マナーの実践を習慣付け

ることにより、交通事故防止の徹底

を図ることを目的とする。

期 間

+Fr5 +4 n 6 sottr5,a

4 n15nr*l*ro1 0nrs

重 点 目標

1.シー トベル トの着用の徹底

2.子 どもと高齢者の交通事故防止

3.高校生の交通マナーの向上

4.違法駐車の締め出し

果結オL
十

八

第 1 定例


